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 フックも同じです。 



77 

 ということで、DSX1と名前を付けた遺伝子がないと雄にならないという

ことで―― 



 今のところのミジンコの性決定遺伝子はDSX1ということになります。 



 今度は逆に、DSX1という遺伝子を雌になる卵に注射して雄になるか。完

全な雄にするのは非常に難しいのですが、雄っぽい顔になります。 

 これが産まれたばかりの雄の第一触覚。雌はこれです。DSX1を雌になる

卵に打ち込むと、これの半分ぐらい伸びてきます。 

 ということで、DSX1が性決定遺伝子ということが認められました。 



 第一触覚は、大人になるとこんなに長くなります。 
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（説明を省略） 



82 

（説明を省略） 



（説明を省略） 
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 卵巣の中にある卵で産まれる７～８時間前に幼若ホルモンが働くと、この

卵は雄になります。雄になって発生の途中にはDSX1という遺伝子の発現が

ある。 



85 

 ということで、DSX1が、こういった仲間と同時にここに書き入れること

ができるということです。 



86 

 DSX1は、日本にいる他のミジンコにもちゃんと発現しています。 



87 

 これも同じことを言っているのですが、化学物質で誘導したもの、あるい

はこの辺のたまたま出てきた雄と雌を比べると、雄だけに発現が強く出てき

ます。 



88 

 今度は、幼若ホルモンの受容体の方がつい最近の話なので、昆虫ではアラ

タ体というところで幼若ホルモンのⅢというのができます。 
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 これが働いて幼若ホルモン作用をするのですが、これは競争に負けて、昆

虫の方が早く出てしまったのですが―― 



90 

 幼若ホルモンⅢは、Methoprene-tolerantに結合して、結合すると、steroid 

receptor coactivatorというのをリクルートして、ヘテロダイマーになって遺

伝子にくっついて遺伝子発現を引き起こすことがちょっと前にわかりました。 
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 我々は、ミジンコの方はどうかと。ミジンコは、幼若ホルモンⅢではなく

て、メチルファーネゾエートというのを使います。この構造です。これがや

はりMethoprene-tolerantにくっついて、steroid receptor coactivatorをリク

ルートして、これが遺伝子のプロモータのところにぽんと乗ると、幼若ホル

モンが動かす遺伝子が動いてくる。 
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 これは非常に巨大な、例えばsteroid receptor coactivatorと、Daphnia 

magnaのやつはアミノ酸が2,871個並んでいますから、遺伝子配列として３

倍です。今こういうのはできます。これを使ってレポーターアッセイを作ろ

うとしています。 
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（説明を省略） 
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（説明を省略） 
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（説明を省略） 



96 

 昆虫とミジンコの違いは、Methoprene-tolerantという蛋白質のアミノ酸の

１個が違う。ミジンコタイプ、昆虫タイプというのがわかりましたので、そ

れを入れ替えてやると、ミジンコの遺伝子が昆虫タイプのようになって幼若

ホルモンⅢをもっと強くアクセプトします。 
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 ミジンコの配列の中に、１つ外して昆虫のアミノ線を入れ込んでやると、

幼若ホルモンⅢではなくて、メチルファルネゼートという甲殻類の幼若ホル

モン受容が非常に強くなるということがわかりました。 
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 ということで、ミジンコの場合は、幼若ホルモンを作っている場所はわか

りません。腸管の近くあるいは腸管の細胞かもしれないということは今わ

かってきました。 

 メチルファルネゼートは、さっきも言いましたが、Methoprene-tolerantと

いう蛋白質にくっついて、steroid receptor coactivatorをリクルートして、こ

ういうセットになって、おそらく幼若ホルモンで動く遺伝子のどこかにくっ

つくはずなんですが、残念ながら幼若ホルモン応答配列というのがまだミジ

ンコではとれていません。これさえとれればレポーターアッセイができると

いうことになります。 



 それぞれとったMethoprene-tolerantの働きを止めた、あるいはsteroid 

receptor coactivatorの働きを、産まれたばかりの卵にRNA干渉で発現しない

ようにしてやると、死んでしまいます。だから、リセプターの一部であるけ

れども、何か発生に非常に重要な働きをしているのだろう。ただ、どんな働

きかと言われても、今のところわかりません。 
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 ということで、ミジンコの性分化のところには、幼若ホルモンが来て、た

ぶん幼若ホルモン受容体に結合して雄になるというふうにインプリントされ

て、DSX1が発現して雄になる。この辺の時間もわかってきましたし、今こ

のリセプターがわかったという段階です。 

 研究面ばかりの話でいきましたが。 


